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○ 目的

○ 方 法

○ 結 果

硝化 菌 は 古 くか ら活 挫汚泥 と して ア ン モ ニ ア の 処 理 に 用 い ら れ て い る 。 しか しな

が ら 、 活性 汚泥 は他 の 微生 物 と の 混合 系 で あ り含 ま れ る 硝化 菌 も
一

様で は な い 。 、

そ の た め 、 所定 の 能 力を 得 る ま で に 時 間を 要 し 、 運 用上 多 く の 経験 を 必 要 と し て

い る 。 そ こ で 、 純粋 の 硝 化菌 を単 離 し 、 そ の 特性 を 把握 す る こ と に よ り 、 よ り優

れ た 工 業的利用法を組み立 て るこ とを 目標 に 研究 を行 っ た 。

土壌 、 活性 汚泥 か ら硝酸 菌 の 単離 を行 っ た 。 培地 は Nitrobacter 　 medium 　 Bを改 変

した も の を用い て 、27℃ で 培養 した 。 集積 培養後 、 固化 剤 と して ゲ ラ ン ガ ム を用

い た 平板培養を 行 っ て 硝 酸菌 を単離 した 。 単 離 し た 硝酸 菌 の 亜 硝酸 酸化 活性 は 、

培養液 中 の 亜硝酸 の 減少か ら求 め た 。 亜硝酸濃度 の 定量 は ナ フ チ ル ェ チ レ ン ジ ァ

ミ ン 吸光光 度 に よ っ て 定量 した 。

土壌 、 活 徃汚泥 か ら、硝酸菌 3 株を単 離 した 。 硝 酸菌 は コ ロ ニ ー形 成 が 難 しく 、

生育 も遅 い た め 、 得 ら れ る コ ロ ： 一 も非常 に 小さ い が 、ゲ ラ ン ガ ム を周 い た こ と

lZよ り 、 白色 コ ロ ニ ーを形成 さ せ る こ とが で きた 。 分 離株 は 亜硝 酸 を エ ネ ル ギ ー

源 と して 独 立 栄養的 に 生 育す る グ ラ ム 陰性 の 短桿 菌 で 、 大 き さ は e，5xO ．6−0．8μ

m で 、 運動 性 を 有 して い た 。 分離株 の 中で 27℃ で の 生 育 が良 好 で あ っ ta　I　M−203er

を以降 の 実験 に 用 い た 。 IM−−203株 の 至 適増殖 温度 は 、 ほ ぼ 30℃ 、 至適 PH は 8− 9

で あ っ た 。 また 、 亜硝酸酸化活性の 至 適 pH もほ ぼ 同様 で あ っ た 。 最 大 比増殖 速

度 は L4da ジ
！
で あ っ た 。
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【目的】鉄酸化細菌 ［fhiobacillus　ferrooxidans　AP19−・3 株に よる元素硫賛 〔S°

｝の酸化

は、三種類の 酵素 ［hydrogen　 sulfide ：ferric　 ion　oxidoreductase ｛SFORase）　，
　 su 正fite：

ferric　ion　oxidoreductase ，
　 iron 。xidase ］の共 同作業 に よ っ て行われる 。

　
t・　2 】

最近、

SFORaseが AP19−3 株以外の鉄酸化細菌 （エ．　 ferrooxidans　ATCC株、 −
ferrooxidans）に も存在する こ とが 明 らに された 。

　
s ）

』 ferroo痘 dansは、　 SFORaseを持

っ にもか かわ らず硫黄無機塩培地で生育 する こ とが で きな い 。 この理 由を明らか に するた

め に、，硫黄酸化の 際の 中間体である毒性の 強い亜硫酸の 、 鉄および硫黄酸化酵素に及ぼす

影響を検討した 。　 【方法及び結果 】エ．．ferrooxidans　ATCC　 7株 （13598，
13661

，
14119

，

19859， 21863， 23270， 33020）及び AP19−3 株は 、5mM の 亜硫酸を含む緩衝液 （pH　3．0）

で洗浄細胞を 1時闇処理 して も約 50％の鉄酸化活性は残存 して い た 。

一方、レferrooxi−

dans　3菌株 〔P3A，　 BKM−6−1339，　 DSM239i）は、0，05 酬 の亜硫酸処理 で も鉄酸化活性の ほ

とん どが失活 した 。 T．　 ferrooxidans の 全菌株に おい て 、　 O．1mM の 亜硫酸処理で SFORase

活性の 約 50％しか残存して い なか っ たの に対して、 L．　 ferro・xidans で は 、 0．5 醐 で処理

して も 、 ほ とん ど 100％ 活性が残存 して いた 。 L．　 ferrooxidansは、洗浄細 胞、無細胞抽

出液の両方に お い て 亜硫酸酸化酵素活性が エ．ferrooxidansの 約 1／6 で あ っ た。以上、

L 　ferrooxidansは 、
　 T．　 ferrooxidnasとは異な り、毒性の ある亜硫酸を菌体内に蓄積 し

易 く、分解 しに くい機構にな っ て い るこ とが明 らか に なっ た 。 これが 、L．　 ferrooxidans

の 硫黄培地 に増殖で きない理 由の
一

つ にな っ て い る と推定した。　 1）T．Sugio　et 　a1 ．
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